
2020.5

声の文化を楽しむ
　―朗読のすすめ

 定価（本体2,700円＋税）　ISBN978-4-8169-2836-9　　　　　　　　　冊

●愛好者が増えている朗読の基本と楽しみ方を、フリーア
ナウンサーで大学やカルチャーセンターで朗読を指導し
ている著者が伝授します。

●朗読ボランティアや図書館のサークルなど朗読を通した
仲間との楽しみ方、家庭での子どもや孫への読み聞かせ
についても、実例を交えて紹介。

●発声、呼吸法、作品理解などの基本から、人々との交流、
旅、食、文学散歩など朗読を通した楽しみ方も紹介。

好本惠 著　A5・240頁　定価（本体2,700円＋税）　ISBN978-4-8169-2836-9　2020年6月刊行

● 活躍中のアナウンサーが朗読の基本と楽しみ方を紹介 ●

声の文化を楽しむ
―朗読のすすめ

【
目
次
】

は
じ
め
に

第
一
章
　
朗
読
の
基
本
を
身
に
つ
け
よ
う

一
、
自
分
の
よ
い
声
を
知
る

二
、
筋
肉
を
鍛
え
て
腹
式
呼
吸
を

三
、
話
す
よ
う
に
読
む

四
、
「
正
し
く
・
は
っ
き
り
・
す
ら
す
ら
」
で
よ
い
の
か

第
二
章
　
読
み
聞
か
せ
や
朗
読
を
始
め
た
い
方
へ

一
、
「
読
み
聞
か
せ
」
か
ら
「
読
み
合
い
」
へ

二
、
昔
話
を
語
る

三
、
自
作
朗
読
を
聞
く
〜
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

第
三
章
　
よ
り
よ
い
朗
読
の
た
め
に

一
、
名
人
は
息
で
読
む
〜
間
・
緩
急
・
息
づ
か
い

二
、
朗
読
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜
ア
ン
ネ
の
日
記

三
、
舞
台
朗
読
の
魅
力
〜
新
美
南
吉
・
金
子
み
す
ゞ

四
、
声
を
磨
く
楽
し
さ
〜
無
声
化
と
鼻
濁
音

第
四
章
　
朗
読
公
演
や
文
学
館
で
発
見
す
る

一
、
朗
読
公
演
へ
行
く
〜
今
こ
そ
小
泉
八
雲
の
作
品
を

二
、
文
学
館
へ
行
く
〜
与
謝
野
晶
子

三
、
古
典
作
品
を
朗
読
す
る
〜
樋
口
一
葉

第
五
章
　
朗
読
を
め
ぐ
る
旅

一
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
読
む
〜
宮
澤
賢
治
の
世
界

二
、
津
軽
・
太
宰
治
・
女
生
徒

三
、
作
品
ゆ
か
り
の
土
地
を
歩
く
〜
お
く
の
ほ
そ
道

第
六
章
　
朗
読
で
声
の
文
化
に
出
会
う

一
、
歌
舞
伎
に
特
別
の
親
し
み
を
感
じ
る
と
き
〜
外
郎
売

二
、
古
典
芸
能
に
親
し
む

三
、
明
治
時
代
の
朗
読
論
争

第
七
章
　
朗
読
を
共
有
す
る

一
、
仲
間
で
楽
し
む
朗
読

二
、
登
場
人
物
や
作
者
の
思
い
を
推
し
は
か
り
な
が
ら
読
む

　
　

〜
三
浦
し
を
ん
さ
ん

三
、
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

四
、
伝
え
る
心
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
八
章
　
朗
読
で
元
気
に

一
、
言
葉
で
関
わ
っ
て
健
康
長
寿

二
、
歌
の
治
癒
力

三
、
お
い
し
い
朗
読

引
用
・
参
考
文
献

お
わ
り
に

ま

著者プロフィール

好本 惠　よしもと・めぐみ
　元NHKアナウンサー。十文字学園女子大学文芸文化
学科教授。NHK文化センター講師。「きょうの料理」
「すくすく赤ちゃん」「NHK俳壇」「TVシンポジウム」
「100分de名著」などを担当する。健康をテーマにしたシ
ンポジウム、式典やコンサートなどの司会、ナレーター
を務めることも多い。
　著書に『話しことばの花束』（リヨン社・2007年）、共
著に『認知症予防におすすめ図書館利用術２―読書・朗
読は脳のトレーニング』（日外アソシエーツ・2018年）な
どがある。



『声の文化を楽しむ
―朗読のすすめ』

内容見本


